
地域医療連携広報誌
先生の事をもっと知りたい！

●医師を志した理由を教えてください。
高校生時代は作家になりたいと思っていました（後に小学校の文集を読み返し
たら医者になりたいと書いてあってびっくりしました）。
見事東北大学文学部を不合格となり、浪人時代に文筆家は現実的には厳しいの
では、と思い始めた頃にたまたま手塚治虫の漫画「ブラック・ジャック」を読
んだことがきっかけです。医師にはよくありがちなパターンかと思っておりま
す。なお、専門領域は一般外科で、脳と心臓以外ほぼ全ての領域の手術経験が
あり、頭を使うことよりも手を動かす方が好きです。

●休みの日の過ごし方を教えてください。
休日だけでは無いのですが、朝ランと夜ピ
アノ（B‘z専門）を日課としています。な
お家族より騒音に関する苦情があり、電子
ピアノを新たに購入いたしました。その他
は将棋、アニメ、ゲーム、クルマ、等に広
く浅く興味がございます。船舶免許もあり、
稀に琵琶湖でウエイクボードもしますが基
本的にはインドア派です。

●診察の際や医師として大切にしていることを教えてください。
感謝と傾聴です。病状や治療などの質問に対して、患者さまはじめ皆さまに納
得いただけるような説明を心がけています。また診療に協力してくださる看護
師、薬剤師、栄養士、リハビリテーション技師、医療ソーシャルワーカー、全
ての医療従事者への感謝を忘れないように行動しています。

受付時間  月～金曜 ／ 8:30～19:00、土曜 ／ 8:30～12:30 ※祝日･年末年始は除く。
＜TEL＞0586-26-2366 ＜FAX＞0586-24-9999社会医療法人大雄会

地域医療連携室

詳しくは、地域医療連携室までお問い合わせください

【 主な専門領域 】
 外科

大雄会第一病院
総合診療科 診療部長

福本 良平 医師
特集インタビュー

 ふくもと   りょうへい  

総合診療科 診療部長 福本 良平

入院が必要な症例に対して
内科・外科系など専門領域・分野に関わらず診療しています。

▲プラモデル作りも趣味の一つ



「総合診療科」というものに、皆さまはどのようなイメージをお持ちでしょうか。
インターネットで調べますと、【総合診療科とは、あまりにも専門化・細分化しすぎ
た現代医療の中で、全人的に人間を捉え、特定の臓器・疾患に限定せず多角的に診療
を行う部門。また、「症状」のみの患者に迅速かつ適切に「診断」をつける科であり、
高齢化社会の進行によって、日本でもその存在意義が大きくなっている】と記載され
ています。文字通り特定の臓器や疾患・内科系/外科系にとらわれず、総合的に診療
を行う科と考えていただいて結構です。

総合診療科ついて教えてください。

85歳女性の方です。左胸水貯留、呼吸苦にて近医よりご相談があり来院されました。
まず胸腔穿刺・胸水ドレナージを施行、またCTにて右腎腫瘍も指摘されたため、併
せて胸水の細胞診検査も行いました。臨床的には腎癌の転移を疑い左鼠径部のリンパ
節生検を行ったところ悪性リンパ腫であることが判明し、当科より総合大雄会病院血
液内科に相談、その後の治療を引き継いでいただきました。このように、必要であれ
ば同じ大雄会として他科への相談もスムーズに行えますので、安心してご相談ください。

印象に残っている症例について教えてください。

今後の目標や展望は何ですか？

一宮市も例に漏れず、高齢化が非常に進んでいる地域です。一宮市、その周辺にお住
まいの全ての方が笑顔になれるよう、総合診療科として全力で取り組んでまいります。

当科は入院を基本としているため、外来治療可能な疾病であったとしても、無理にご
自宅や施設に戻っていただく必要はありません。また20年以上の経験を持つ外科、消
化器・内分泌内科、泌尿器科医師などで構成されているため、ほぼあらゆる体調不良
に対しての初期対応が可能です。下記のような患者さまを受け入れておりますが、そ
の他にも体調のことでお困りごとがありましたら何なりとご相談ください。

総合診療科のアピールポイントは何ですか？

■サブアキュート
・在宅療養中の患者さまで、在宅でのＡＤＬやＱＯＬの
低下による栄養管理、療養の継続が困難な状態の方

・高齢者の容態の悪化傾向、又は低栄養状態で心配にな
るような状態の方

■ポストアキュート（在宅療養への移行）
・高度急性期・急性期医療を脱した患者さま
・急性期治療が終了し在宅療養の指示があるが、在宅移
行への調整期間を要し、不安の軽減を目的としての調
整期間を要する患者さま

■看取りケア（老衰・癌・終末期など）
・看取りの患者さまで、医師より十分な説明がなされご本
人・ご家族が了解している方

・病院での看取りも可能

■レスパイト
・介護者の日々の疲れ、冠婚葬祭、旅行などの事情により、一時的に在
宅介護が困難となる場合に期間を設けた入院

・介護者の負担軽減（息抜き）：在宅で常時の医療管理および介護が必
要な方が対象

①胸水 ②右腎腫瘍 ③リンパ節生検
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